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(57) 要約

【課題】

生体内必須微量元素を含む海洋ミネラル成分を有効成分とする畜産動物飼料添加剤を提供する。

【解決手段】

海水中のピコプランクトンに由来する有機成分とその有機成分によりキレート化されたミネラル分を含

有する海水の濃縮液を酢酸で処理し、塩化ナトリウムおよび有毒成分を除去して得られる、キレート化

されたミネラル分を含む残留物からなる常量及び生体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合体を有効成

分とする畜産動物飼料添加剤。カルシウムを補強した前記海洋ミネラル複合体を有効成分とする畜産動

物飼料添加剤が好ましい。

【選択図】

なし
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特許請求の範囲

【請求項 1】

海水中のピコプランクトンに由来する有機成分

とその有機成分によりキレート化されたミネラ

ル分を含有する海水の濃縮液を酢酸で処理し、

塩化ナトリウムおよび有毒成分を除去して得ら

れる、キレート化されたミネラル分を含む残留

物からなる常量及び生体内必須微量元素含有海

洋ミネラル複合体を有効成分とする畜産動物飼

料添加剤。

【請求項 2】

畜産動物が鶏である請求項１に記載の畜産動物

飼料添加剤。

【請求項 3】

前記ミネラル分を含有する海水の濃縮液に酢酸

カルシウムを加えて反応させ、これによりカル

シウムを強化した海洋ミネラル複合体を有効成

分とする請求項１または２に記載の畜産動物飼

料添加剤。

【請求項 4】

炭酸カルシウムを焼成し、これに酢酸を投入す

ることにより前記酢酸カルシウムに変化させ、

これを、前記海水の濃縮液に投入することによ

りカルシウムを強化した海洋ミネラル複合体を

有効成分とする請求項３に記載の畜産動物飼料

添加剤。

【請求項 5】

海水中のピコプランクトンに由来する有機成分

とその有機成分によりキレート化されたミネラ

ル分を含有する前記海水の濃縮液に木炭粉と酢

酸を添加し、

加熱後冷却することにより塩化ナトリウムと有

毒成分を沈殿として除去し、得られるキレート

化したミネラルを含む結晶性固体粉末からなる

海洋ミネラル複合体を使用する請求項１～４の

いずれか１項に記載の畜産動物飼料添加剤。

【請求項 6】

前記ミネラルを含む結晶性固体粉末からなる海

洋ミネラル複合体がプランクトン由来の有機成

分を２０～３０質量％含有する請求項１～５の

いずれか１項に記載の畜産動物飼料添加剤。

【請求項 7】

海洋ミネラル複合体が、常量元素としてのカル

シウム（Ｃａ）、ナトリウム（Ｎａ）、カリウム

（Ｋ）、およびマグネシウム（Ｍｇ）のほかに、

生体内必須微量元素を含む、請求項１～６のい

ずれか１項に記載の畜産動物飼料添加剤。

【請求項 8】

海洋ミネラル複合体が、生体内必須微量元素と

して、少なくともセレン（Ｓｅ）、亜鉛（Ｚｎ）、

鉄（Ｆｅ）、銅（Ｃｕ）、クロム（Ｃｒ）、マン

ガン（Ｍｎ）、および珪素（Ｓｉ）のいずれか

１以上を含む請求項７に記載の畜産動物飼料添

加剤。
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発明の詳細な説明

【技術分野】
本発明は、海洋ミネラル複合体を有効成分とす

る畜産動物飼料添加剤に関する。更に詳しくは、

海水濃縮液から塩化ナトリウムおよび有毒成分

を除去した海洋ミネラル複合体を有効成分とす

る畜産動物飼料添加剤に関する。

【背景技術】
海水中には、地球誕生後３６億年間に海底の熱

泉鉱床から湧き出したミネラルおよび陸地から

流出したミネラルが溶解しており、生体内必須

微量元素が含まれている。生体内に流れる血液

あるいは体液の成分は、原始海洋成分に酷似す

るといわれており、前記微量元素が生体の生命

活動を支える細胞レベルの代謝に必須な構成要

素であることは以前から予想されている。

最近、生体内に低濃度しか存在しない生体内必

須微量元素の分析に必要な測定法が進歩し、ま

た生化学的検討で種々の生体内必須微量元素の

機能が明らかにされ、生体内必須微量元素の生

体における必須性が確認されるようになってい

る。

蛋白質、核酸、血液等として、生体を構成して

いる主要元素は、水素（Ｈ）、酸素（Ｏ）、炭素

（Ｃ）、窒素（Ｎ）であり、これに少量のリン（Ｐ）

や硫黄（Ｓ）が含まれている。さらに骨や体液

を構成する元素として、カルシウム（Ｃａ）、

ナトリウム（Ｎａ）、カリウム（Ｋ）、マグネシ

ウム（Ｍｇ）、塩素（Ｃｌ）がある。これら常

量元素に対して、生体内には、生体内必須微量

元素が存在する。すなわち、セレン（Ｓｅ）、

亜鉛（Ｚｎ）、鉄（Ｆｅ）、銅（Ｃｕ）、ひ素（Ａ

ｓ）、クロム（Ｃｒ）、コバルト（Ｃｏ）、マン

ガン（Ｍｎ）、モリブデン（Ｍｏ）、珪素（Ｓｉ）、

フッ素（Ｆ）、バナジウム（Ｖ）、ニッケル（Ｎ

ｉ）、スズ（Ｓｎ）、よう素（Ｉ）等である。

これらの生体内必須微量元素はいずれも荷電状

態が変化しやすい遷移元素であり、生体内で電

子授受による酸化還元反応の触媒となる酵素や

補酵素の構成因子として働くものが多い。近年、

クロムや亜鉛等の生体内必須微量元素の欠乏

で、インスリンを要求する糖代謝の障害やタン

パク質、核酸代謝の異常が起こること等からこ

れら生体内必須微量元素の機能が明らかにされ

てきた（最新医学，45，808,(1990) 等）。また、

糖尿病については、実験糖尿病マウスに対する

海水ミネラルの効果が確認されている（日本医

事新報，第 3675 号、平成 6年 10 月 1 日発行）。

本発明者らは、海水中に含まれる海洋ミネラル

の生体への作用について研究を進め、既に、海

水濃縮液から塩化ナトリウムを可能な限り除去

した後、さらに水銀等の有毒成分を除いた、常

量及び生体内必須微量元素含有ミネラル複合体

（ Marina Crystal Mineral ；以下、ＭＣＭと略

記することがある。）を有効成分とする、肝炎、

高血圧、腫瘍、アトピー性皮膚炎、アレルギー

性鼻炎などのアレルギーに有効な治療剤を提案

している（特許第３２４７６２０号）。

【非特許文献 1】
最新医学，45，808,(1990)

【非特許文献 2】
日本医事新報，第 3675 号、平成 6年 10 月 1 日

発行

【特許文献 1】
特許第３２４７６２０号公報
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発明の開示

【発明が解決しようとする課題】
一方、従来、人や動物のウイルスや病原性細菌

の感染症には抗ウイルス剤や抗生物質が投与さ

れ、病原微生物の生体内への侵入を防御してき

たが、抗生物質の多用による耐性菌の出現や、

畜産動物にあっては食肉などへの抗生物質の残

存などの問題が生じてきた。近年の免疫学の進

歩により、人や動物のウイルスや病原性細菌に

よる感染症は免疫機能の不全または免疫力の低

下によると考えられてきた。また、畜産動物の

飼養は、一般に大規模多数飼育のため、その密

飼ストレスにより免疫力が低下した畜産動物が

感染症に罹りやすい問題が起きている。さらに、

近年、薬剤耐性菌の出現や薬剤汚染のない畜産

動物への関心が高まり、一部の抗菌性飼料添加

物の使用禁止や規制が強化されている。

従って、本発明の目的は、海水由来の生体内必

須微量元素を利用し、畜産動物のウイルスや病

原性細菌に対する抗体力や感染症に対する免疫

の強化剤からなる畜産動物飼料添加剤を提供す

ることにある。

【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明は、以下に示される海洋ミネ

ラル複合体を有効成分とする畜産動物飼料添加

剤の発明である。

(1) 海水中のピコプランクトンに由来する有機

成分とその有機成分によりキレート化されたミ

ネラル分を含有する海水の濃縮液を酢酸で処理

し、塩化ナトリウムおよび有毒成分を除去して

得られる、キレート化されたミネラル分を含む

残留物からなる常量及び生体内必須微量元素含

有海洋ミネラル複合体を有効成分とする畜産動

物飼料添加剤。

(2) 畜産動物が鶏である前記１に記載の畜産動

物飼料添加剤。

(3) 前記ミネラル分を含有する海水の濃縮液に

酢酸カルシウムを加えて反応させ、これにより

カルシウムを強化した海洋ミネラル複合体を有

効成分とする前記１または２に記載の畜産動物

飼料添加剤。

　

(4) 炭酸カルシウムを焼成し、これに酢酸を投

入することにより前記酢酸カルシウムに変化さ

せ、これを、前記海水の濃縮液に投入すること

によりカルシウムを強化した海洋ミネラル複合

体を有効成分とする前記３に記載の畜産動物飼

料添加剤。

(5) 海水中のピコプランクトンに由来する有機

成分とその有機成分によりキレート化されたミ

ネラル分を含有する前記海水の濃縮液に木炭粉

と酢酸を添加し、加熱後冷却することにより塩

化ナトリウムと有毒成分を沈殿として除去し、

得られるキレート化したミネラルを含む結晶性

固体粉末からなる海洋ミネラル複合体を使用す

る前記１～４のいずれか１項に記載の畜産動物

飼料添加剤。

(6) 前記ミネラルを含む結晶性固体粉末からな

る海洋ミネラル複合体がプランクトン由来の有

機成分を２０～３０質量％含有する前記１～５

のいずれか１項に記載の畜産動物飼料添加剤。

(7) 海洋ミネラル複合体が、常量元素としての

カルシウム（Ｃａ）、ナトリウム（Ｎａ）、カリ

ウム（Ｋ）、およびマグネシウム（Ｍｇ）のほ

かに、生体内必須微量元素を含む、前記１～６

のいずれか１項に記載の畜産動物飼料添加剤。

(8) 海洋ミネラル複合体が、生体内必須微量元

素として、少なくともセレン（Ｓｅ）、亜鉛（Ｚ

ｎ）、鉄（Ｆｅ）、銅（Ｃｕ）、クロム（Ｃｒ）、

マンガン（Ｍｎ）、および珪素（Ｓｉ）のいず

れか１以上を含む前記７に記載の畜産動物飼料

添加剤。
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【発明の効果】
本発明によれば、海洋ミネラル複合体を有効成

分とする畜産動物飼料添加剤として、畜産動物

のウイルスや病原性細菌に対する抗体力や感染

症に対する免疫の強化剤を提供することができ

る。

【発明を実施するための最良の形態】
以下、本発明をさらに詳しく説明する。

[ 常量及び生体内必須微量元素含有ミネラル複

合体の製造方法 ]

本発明の畜産動物飼料添加剤では、海水中のピ

コプランクトンに由来する有機成分とその有機

成分によりキレート化されたミネラル分を含有

する海水の濃縮液を酢酸で処理し、塩化ナトリ

ウムおよび有毒成分を除去して、キレート化さ

れたミネラル分を含む残留物からなる常量及び

生体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合体

（ＭＣＭ）を得、これをその有効成分とするこ

とができる。

本発明で用いる海水はプランクトンが棲息し得

る海域におけるものであれば特に限定されない

が、その成分の通年変化が少なくミネラル分に

富んだ海水深層水が好ましい。ここで、海水深

層水とは、水温躍層下の低温水である。特に好

ましくは、プランクトンが豊富に生育している

海域下の海水深層水であり、例えば、大洗海岸

沖やひたちなか市沖（茨城県・日本）などの太

平洋沿岸の海水深層水が用いられる。

本発明では、前記ミネラル分を含有する海水の

濃縮液に酢酸カルシウムを加えて反応させ、こ

れによりカルシウムを強化した海洋ミネラル複

合体（カルシウム補強ＭＣＭ）を作成すること

ができる。カルシウムを補強するときは、好ま

しくは塩化ナトリウムおよび有毒成分を除去後

の海水濃縮液に酢酸カルシウムを加えて反応を

進めるが、除去前の海水濃縮液に加えてもよい。

好適には、炭酸カルシウムを焼成し、これに酢

酸を投入することにより酢酸カルシウムに変化

させ、これを、前記いずれかの海水濃縮液に投

入することによりカルシウムを強化した海洋ミ

ネラル複合体（カルシウム補強ＭＣＭ）を作成

することができる。前記ミネラル分を含有する

海水の濃縮液に、通常体積比１０～３０％量、

好ましくは２０％量の炭酸カルシウムを、通常

約３００～５００℃、好ましくは約４００℃に

焼成しこれに通常含量約９０～１００％、好ま

しくは９８～９９．９％グレード酢酸を投入す

ることにより酢酸カルシウムに変化させ、これ

を通常約１００～３００℃、好ましくは約１５

０～２００℃程度の温度帯下で前記いずれかの

海水濃縮液に、通常体積比１～３０％量、好ま

しくは５～２０％量投入し、反応を進める。な

お、前記酢酸カルシウムに変化させるときの酢

酸の投入量は、通常、体積比で炭酸カルシウム

に対して０．５～１．５倍量を用い、炭酸カル

シウムと同体積量程度が好ましく、前記酢酸カ

ルシウムの投入は、前記いずれかの海水濃縮液

の体積を、好ましくは約１／２～１／８０程度、

例えばあまり濃縮する必要がない場合は、約１

／３～１／７程度、例えば約１／５程度に濃縮

してから実施してもよいし、もっと濃縮する必

要がある場合は、それ以上、例えば約１／３０

～１／６０程度に濃縮してから実施してもよ

く、前記海水濃縮液の体積をどの程度まで濃縮

してから前記酢酸カルシウムの投入を実施する

のかは特に限定されず、２０～４０分の１程度

まで濃縮してからでも、約３０分の１程度まで

濃縮してからでもよい。

反応が沈静化した後、結晶化させることにより、

カルシウムを補強した海洋ミネラル複合体を含

有する畜産動物飼料添加剤を得ることができ

る。なお、前記反応開始後、通常約１００～２

００時間、好ましくは約１５０～１６０時間放

置することにより反応を沈静化させ、これによ

り、前記カルシウムを補強した海洋ミネラル複

合体を作成するのが好ましい。

本発明で有効成分として使用することができる

ＭＣＭは、例えば水深約８０～１２０ｍ程度の

清浄な海水域から汲み上げた海水を原料として

調製される。表１に、典型的な黒潮海域（大洗

沖）の海面下約１００ｍで汲んだ清浄な海水１

８リットルに含まれる主要元素とその割合を示

す。
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元素 質量 (µg)

ナトリウム（Na)

マグネシウム（Mg)

硫黄（S)

カリウム（K)

カルシウム（Ca)

炭素（C)

珪素（Si)

窒素（N)

燐（P)

亜鉛（Zn)

鉄（Fe)

クロム（Cr)

セレン（Se)

49,500,000

6,125,000

4,240,000

1,880,000

1,790,000

132,000

14,130

2,350

330

150

150

470

14

※表1：採取した海水18リットル当りの各元素量(µg) この原料海水を、常圧あるいは減圧下で加熱し

て、好ましくは容量が５０～７０分の１程度、特

に好ましくは６０分の１程度となるまで濃縮す

る。ついで、この濃縮液から可能な限り塩化ナト

リウムを除去する。すなわち、前記濃縮液に対

し、好ましくはほぼ等容量の特に好ましくは９

９％グレード酢酸と木炭粉約 0.5 質量％を添加

し、通常３００～５００℃程度好ましくは４０

０℃程度に加熱した後、好ましくは－５℃～－

２０℃程度、特に好ましくは－１２℃程度まで

冷却すると、塩化ナトリウムを主体とし水銀等

の成分を含む成分が固形化する。この固形物を

ろ過する。ろ液について、上記と同様に、（１）酢

酸と木炭粉の添加、（２）加熱後冷却、および（３）

固形物のろ去（ろ過）の（１）～（３）の操作を、数

回好ましくは３～５回程度、特に好ましくは４

回程度繰り返し、最終ろ液を濃縮する。カルシウ

ムを補強する場合は、例えば、前記最初の濃縮液

または前記最終ろ液に先に述べたようにして酢

酸カルシウムを加えて反応を進め、カルシウム

を補強した海洋ミネラル複合体（カルシウム補

強ＭＣＭ）を得ることができる。かくして得られ

る残留固形物からなる海洋ミネラル複合体（Ｍ

ＣＭ）、及びカルシウムを補強した海洋ミネラル

複合体（カルシウム補強ＭＣＭ）等の常量及び生

体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合体は、

海水中の有機成分であるピコプランクトンによ

りキレート化されており、これをそのまま本発

明の畜産動物飼料添加剤に使用することができ

る。

ＭＣＭの化学組成を検討した。ＭＣＭは常量及

び生体内必須微量元素を含有して構成されてい

るが、塩化ナトリウムは分離され、カドミウム、

有機および無機鉛、有機水銀などの有害物質は

計測されなかった。ＭＣＭは、免疫活性を増強す

る反面、特記すべき副作用が無い、有力な免疫強

化剤である。表２に塩化ナトリウムおよび有毒

成分が除去され海水中の有機物でキレート化さ

れた結晶性固形分（ＭＣＭ）１ｇ中に含まれる元

素成分を示す。前記ミネラルを含む結晶性固体

粉末（ＭＣＭ）がプランクトン由来の有機成分を

約２０～３０質量％、特に好ましくは約２５質

量％含有する畜産動物飼料添加剤が好ましい。
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成分 重量 (µg)

水分（H2O)

ナトリウム（Na)

カリウム（K)

カルシウム（Ca)

マグネシウム（Mg)

有機物（C,H,O,S,P,N)

塩素（Cl)

珪素（Si)

鉄（Fe)

銅（Cu)

クロム（Cr)

マンガン（Mn)

亜鉛（Zn)

セレン（Se)

カドミウム（Cd)

鉛（Pb)

有機水銀（Hg)

242,700

54,300

81,600

310,500

1,700

253,400

35,300

125

125

8

250

10

60

16

検出せず

検出せず

検出せず

※表 2：MC1g 中に含まれる常量元素・微量元素重量 [畜産動物への適用 ]

本発明の畜産動物飼料添加剤は、海水中のピコ

プランクトンに由来する有機成分とその有機成

分によりキレート化されたミネラル分を含有す

る海水の濃縮液を酢酸で処理し、塩化ナトリウ

ムおよび有毒成分を除去して得られる、キレー

ト化されたミネラル分を含む残留物からなる常

量及び生体内必須微量元素含有海洋ミネラル複

合体としてＭＣＭを有効成分とすることができ

る。ＭＣＭは、必要に応じてカルシウム等の常量

元素や生体内必須微量元素を適切に補強したＭ

ＣＭ等として使用することができる。すなわち、

本発明にかかる畜産動物飼料添加剤は、常量及

び生体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合体

を有効成分とする畜産動物飼料添加剤として、

畜産動物、例えば、鶏や豚等のウイルスや病原性

細菌に対する抗体力や免疫力において優れ、例

えば、ウイルス、細菌などによる感染症に対して

優れた免疫活性強化作用効果を有する。このよ

うに、ＭＣＭやカルシウム補強ＭＣＭ等の常量

及び生体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合

体は、畜産動物の免疫活性を増強する反 面、特

記すべき副作用が無い点において優れている。

本発明の畜産動物飼料添加剤として常量及び生

体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合体を用

いるときの１日摂取量は、通常、畜産動物体重の

０．０００２質量％程度である。摂取方法や形態

に特に制限はなく、通常、畜産動物飼料に、前記

海洋ミネラル複合体を、添加、混合して摂取させ

る。また、前記海洋ミネラル複合体は、そのまま

摂取させてもよいし、カルシウム等の常量元素

や生体内必須微量元素を適切に補強して摂取さ

せてもよい。これらに、ビタミンなどの通常の畜

産動物飼料添加剤を配合して摂取させてもよ

い。摂取させる形態は特に制限されず、通常鶏や

豚等の畜産動物の飼料に添加して摂取させる形

態で足り、固形分、結晶性固形分等の固形剤、あ

るいは、これらの水溶液等の溶液、懸濁液等の液

剤として摂取させてもよい。
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本発明の海洋ミネラル複合体を畜産動物飼料添

加剤として用いるときは、以下の（ａ）～（ｄ）に

記載するように、鶏、豚等の畜産動物のウイルス

や病原性細菌に対する抗体力、免疫力において

優れ、例えば、ウイルス、細菌などによる感染症

に対して優れた免疫活性強化作用効果を示す畜

産動物飼料添加剤として優れた効果が得られ

る。

すなわち、本発明の海洋ミネラル複合体を、畜産

動物飼料添加剤として、養鶏用のブロイラーま

たは採卵用の鶏の飲料水に、質量比で、前記添加

剤：飲料水＝１：７００～１０００の割合で混

合して摂取させることにより、次に記載の（ａ）

～（ｄ）のような優れた効果が得られる。

（ａ）ヒヨコの死亡率が従来より低くなる。例え

ば、従来の約１／２になる。

（ｂ）産卵が、従来より早くなる。例えば、従来よ

り約２５日早くなる。また、従来より採卵増とな

る。例えば、従来の約２５％増で採卵することが

できる。

（ｃ）鶏や豚の肝機能が強化される。

（ｄ）抗原に対する抗体の産生が鶏や豚において

約７倍になる。
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実施例
以下に実施例を挙げ、本発明の畜産動物飼料添

加剤について更に詳細に説明するが、本発明は

これらの実施例によって何等制限されるもので

はない。

［マリーナ・クリスタル・ミネラル（ＭＣＭ）］

黒潮海域（大洗沖）の海面下約１００ｍの清浄な

海水を１８リットル採取し（成分は前記表１参

照）、これを加熱濃縮後木炭粉と酢酸で処理し、

塩化ナトリウムと有機水銀等の生体に有害な成

分を除去し、加熱と凍結・除去を繰り返し、その

海洋ミネラルを凝縮・結晶化させ、前記表２に

示す粉末状の固体（ＭＣＭ）を調製した。カドミ

ウム、有機および無機鉛、有機水銀などの有害物

質は、原子吸光度計測法による定量計測で検出

されなかった（表２※）。

［カルシウム補強ＭＣＭ］

黒潮海域（ひたちなか市沖）の海面下約１００ｍ

の清浄な海水を１８リットル採取し、これを体

積比約１／３０に加熱濃縮後木炭粉と酢酸で処

理し、塩化ナトリウムと有機水銀等の生体に有

害な成分を除去し、加熱と凍結・除去を繰り返

し、最終ろ液を得た。前記最終ろ液に対し体積比

２０％量の炭酸カルシウムを４００℃に焼成し

これにグレード酢酸を体積比で前記炭酸カルシ

ウムと同体積量投入することにより酢酸カルシ

ウムに変化させ、２００℃でこれを前記最終ろ

液に、体積比５％量投入し、反応を進めた。反応

開始後、１６０時間放置することにより反応が

沈静化した後、結晶化させ、カルシウムを補強し

た海洋ミネラル複合体（カルシウム補強ＭＣＭ）

を得た。表３※に、調製したカルシウム補強ＭＣ

Ｍの一例について食品分析をした結果を示す。

分析試験項目 成分組成

たんぱく質

脂質

灰分

ナトリウム

カルシウム

食塩相当量

マグネシウム

カリウム

亜鉛

鉄

（注）食塩含量：2%以下

　   pH　　　：5.5〜7

     総水銀　：検出せず

     総クロム：検出せず

0.7g/100g

0.1g/100g

10.8g/100g

684mg/100g

2.62g/100g

1.74g/100g

976mg/100g

556mg/100g

8.92mg/100g

0.28mg/100g

※表3
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特許請求の範囲

【請求項 1】

海水中のピコプランクトンに由来する有機成分

とその有機成分によりキレート化されたミネラ

ル分を含有する海水の濃縮液を酢酸で処理し、

塩化ナトリウムおよび有毒成分を除去して得ら

れる、キレート化されたミネラル分を含む残留

物からなる常量及び生体内必須微量元素含有海

洋ミネラル複合体を有効成分とする畜産動物飼

料添加剤。

【請求項 2】

畜産動物が鶏である請求項１に記載の畜産動物

飼料添加剤。

【請求項 3】

前記ミネラル分を含有する海水の濃縮液に酢酸

カルシウムを加えて反応させ、これによりカル

シウムを強化した海洋ミネラル複合体を有効成

分とする請求項１または２に記載の畜産動物飼

料添加剤。

【請求項 4】

炭酸カルシウムを焼成し、これに酢酸を投入す

ることにより前記酢酸カルシウムに変化させ、

これを、前記海水の濃縮液に投入することによ

りカルシウムを強化した海洋ミネラル複合体を

有効成分とする請求項３に記載の畜産動物飼料

添加剤。

【請求項 5】

海水中のピコプランクトンに由来する有機成分

とその有機成分によりキレート化されたミネラ

ル分を含有する前記海水の濃縮液に木炭粉と酢

酸を添加し、

加熱後冷却することにより塩化ナトリウムと有

毒成分を沈殿として除去し、得られるキレート

化したミネラルを含む結晶性固体粉末からなる

海洋ミネラル複合体を使用する請求項１～４の

いずれか１項に記載の畜産動物飼料添加剤。

【請求項 6】

前記ミネラルを含む結晶性固体粉末からなる海

洋ミネラル複合体がプランクトン由来の有機成

分を２０～３０質量％含有する請求項１～５の

いずれか１項に記載の畜産動物飼料添加剤。

【請求項 7】

海洋ミネラル複合体が、常量元素としてのカル

シウム（Ｃａ）、ナトリウム（Ｎａ）、カリウム

（Ｋ）、およびマグネシウム（Ｍｇ）のほかに、

生体内必須微量元素を含む、請求項１～６のい

ずれか１項に記載の畜産動物飼料添加剤。

【請求項 8】

海洋ミネラル複合体が、生体内必須微量元素と

して、少なくともセレン（Ｓｅ）、亜鉛（Ｚｎ）、

鉄（Ｆｅ）、銅（Ｃｕ）、クロム（Ｃｒ）、マン

ガン（Ｍｎ）、および珪素（Ｓｉ）のいずれか

１以上を含む請求項７に記載の畜産動物飼料添

加剤。

※表 4：産卵開始時期

MCM 摂取

MCM 有り

MCM なし

産卵開始日

4月 1日

4月 17 日

産卵開始までの所要日数

118 日目

134 日目

※表 5：採卵量

観測日

5月 9日

5月 10 日

（注）

MCM 摂取

MCM 有り

MCM なし

MCM 有り

MCM なし

産卵数

88 個

80 個

多い

少ない

大きい

小さい

3.7kg

3.0kg

卵の大きさ 産卵の重さ

※表 6：卵質量

観測日

5月 17 日

5 月 18 日

MCM 摂取

MCM 有り

MCM なし

卵の総質量

7.5kg

6.5kg

58.1g（M サイズ）

54.6g（MS サイズ）

MCM 有り

MCM なし

平均質量 /1 個
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［ヒヨコの死亡率］

雛の飼い始めから約４ヶ月経過し、産卵を開始

した４月１日では、ＭＣＭ有りは、２羽しか死ん

でいなかった（生存数５１７羽）。

ＭＣＭを全く摂取させないで育成する通常の場

合は、卵を産むまでに、圧死や病気で５２０羽の

雛が４５０羽前後に減少してしまう。Ａ養鶏場

では、今まで２０年間以上鶏を飼っていて、卵を

産むまでに５００羽以上生き残ったことは一度

もなかった。ひどいときには４００羽以下にな

ることもあった。

雛の飼い始めから約５ヶ月経過した、５月９、１

０日の鶏では、生存数５１６羽であったが、ＭＣ

Ｍを全く摂取させないで育成した、前回のこの

時期の鶏の数は、４６８羽であった。

［産卵開始時期］

ＭＣＭ有り（雛の飼い始めからＭＣＭ液を与え

続けた方。以下同じ。）が、雛の飼い始めから１１

８日目（産卵開始日：４月１日）で、卵を産み始

めた。これに対し、ＭＣＭなし（雛の飼い始めか

ら２ケ月間だけＭＣＭ液を与え、その後はＭＣ

Ｍ液を与えなかったもの。雛の飼い始めから２

ケ月間経過後は通常の地下水を与え続けた。以

下同じ。）は４月１７日から産卵した。Ａ養鶏場

では、２０年以上鶏を飼ってきて、雛の飼い始め

から４ケ月以内に卵を産んだことは一度もなか

った。通常、雛の飼い始めから産卵までは１４０

日前後かかった。鶏のＭＣＭ摂取状況と産卵開

始日及び雛の飼い始めから産卵開始までの所要

日数を表４※に示す。

［採卵量］

雛の飼い始めから約５ケ月を経過した時点で、

採卵量（産卵数、卵の大きさ、及び産卵の重さ）に

ついて、ＭＣＭ有りの場合となしの場合を比較

した（表５※）。

（注）５月１０日の１２：００～１４：００に産

んだ卵を比較した。ＭＣＭ有りの鶏は毛並みが

よく、艶があった。ＭＣＭ有りの卵は味に深みが

あり、コクがあった。

また、卵の総質量、及び１個当たりの平均質量

について、ＭＣＭ有りの場合となしの場合を比

較した（表６※）。

ＭＣＭ摂取の有無による産卵数の差を表７※に

示す。
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羽以下になることもあった）。

７．当年４月１７日（ＭＣＭ液３００倍と５０

０倍）

＜生存数５１６羽：ＭＣＭ有り２５８羽♂７羽；

ＭＣＭなし２５８羽♂６羽＞

・ＭＣＭなし（雛から２ケ月間だけＭＣＭを与

えたもの）が卵を産み始めた（１個）。

・ＭＣＭ有りが溺死で１羽死亡（生存数５１６

羽）。

８．当年５月９、１０日（ＭＣＭ液３００倍と

５００倍）

＜生存数５１６羽：ＭＣＭ有り２５８羽♂７羽；

ＭＣＭなし２５８羽♂６羽＞

・５月９日に産んだそれぞれの卵の数：ＭＣＭ

有り８８個；ＭＣＭなし８０個。

・５月１０日（５ケ月目頃）の１２：００～１

４：００に産んだ卵の重さをＭＣＭ有無のそれ

ぞれの小屋で量ったらＭＣＭ有り３．７ｋｇ、

ＭＣＭなし３．０ｋｇで、ＭＣＭ有りの方が大

きく、数が多かった。

・５月１０日の鶏では、ＭＣＭを与えたものの

毛並みがよく、艶があった。

・卵の味が、ＭＣＭを与えたものは味に深みが

あり、コクがあった。

・ＭＣＭを与えていない、前回の今の時期の鶏の

数は、４６８羽であった。

９．当年５月１７，１８日

＜生存数５１６羽：ＭＣＭ有り２５８羽♂７羽；

ＭＣＭなし２５８羽♂６羽＞

・５月１７日：ＭＣＭの有無によって、卵の総質

量に１ｋｇの差があり、ＭＣＭ有りの方がＭＣ

Ｍなしより重かった。

 ＭＣＭ有り７．５ｋｇ。

 ＭＣＭなし６．５ｋｇ。

・５月１８日：ＭＣＭの有無によって、卵１個当

たりの平均質量の差は３ｇ以上あり、ＭＣＭ有

りの方がＭＣＭなしより重かった。

  ＭＣＭ有り卵数１２４個、７．２ｋｇ。

  ＭＣＭなし卵数１１９個、６．５ｋｇ。

 １個当たりの平均質量は、ＭＣＭ有り５８．１

ｇ（Ｍ

 サイズ）、ＭＣＭなし５４．６ｇ（ＭＳサイズ）で

あった。

１０．当年５月２９日

＜生存数５１６羽：ＭＣＭ有り２５８羽♂７羽；

ＭＣＭなし２５８羽♂６羽＞

・ＭＣＭの有無で、１日あたり２ｋｇ（３５個ぐ

らい）の差があり、ＭＣＭ有りの方がＭＣＭなし

より重（多）かった（５月２９日の時点で６割ぐ

らいの鶏が卵を産んでいた）。



実施例１：ＭＣＭ液を鶏に与えたときの影
響

［生育状況］

Ａ養鶏場の鶏に前記カルシウム補強ＭＣＭを使

用したＭＣＭ液を与え、その影響を観察した。鶏

は、放し飼いで運動をさせ、粉末飼料（とうもろ

こし６０％、魚粉１０％、大豆１０％、米ぬかそ

の他２０％）のほかに小松菜、大根などの野菜も

定期的に与えた。抗生物質は与えなかった。その

他の条件は、下記の通りであった。

品      種：イサブラウン（赤玉鶏）。

初期生育数：５２０羽。

方      法：飲み水の変わりにＭＣＭ液（希釈

液）を与える。

ＭＣＭ液  ：飲ませた濃度は、質量比で３００

～５００倍前後（カルシウム補強ＭＣＭ：水＝

１：約３００～５００）とした。

試験開始日：前年１２月５日（雛を仕入れた日）。

生育場所  ：茨城県

以下、経時的に生育状況を観察した。

１．前年１２月５日（ＭＣＭ液３００倍）

＜生存数５１９羽♂１３羽（５１９羽中１３羽

がオス。以下、同様。）＞

・雛（５２０羽）を飼いＭＣＭの投与を始めた。

・搬入の段階ですでに一羽死んでいたので、生

存数５１９羽。

２．当年１月９日（ＭＣＭ液３００倍）

＜生存数５１７羽♂１３羽＞

・雛の羽の生え変わりが通常よりスムーズであ

った。

・水だけ飲ませている雛より、ＭＣＭ液（希釈液）

を飲ませている雛の方が、飲む量が１．３～１．

４倍量多かった。

・雛の運動量が多かった。

・えさを食べる量が多かった（通常は、温度が寒

いほど、恒常性を保つために、えさを多く食べる

傾向がある。当年は暖冬であった。）

・体格のばらつきが少なかった（通常、この時期

の雛は体格にばらつきがある。）

・えさと水を飲んでいる分、がっしりとした体

格になっていた。

・圧死により２羽死亡（生存数５１７羽）。

３．当年２月１２日（ＭＣＭ液３００倍）

＜生存数５１７羽♂１３羽＞

・通常は、この時期では大根などを与えてもま

ったく食べないが、ＭＣＭを与えた雛では食べ

てしまった。

・病気はまったく出ていなかった。

・落ち着いており、人や物音にあまりびっくり

しなかった。また、あまり群れをなしていなかっ

た（ストレスに強かった）。

４．当年２月下旬（ＭＣＭ液３００倍と５００

倍）

＜生存数５１７羽：ＭＣＭ有り２５９羽♂７羽；

ＭＣＭなし２５８羽♂６羽＞

・５１７羽を２つグループに分け、一つはＭＣ

Ｍを与えるグループ、もう一つは与えないグル

ープとした。

・この時期は、ＭＣＭを５００倍に薄めたもの

の方を好んで飲む傾向があった（雛の水を飲む

量がこのころから多くなるためと考えられた）。

５．当年３月１５日（ＭＣＭ液３００倍と５００

倍）

＜生存数５１７羽：ＭＣＭ有り２５９羽♂７羽；

ＭＣＭなし２５８羽♂６羽＞

・ＭＣＭを与えていた方では、落ち着いており、

あまり群れていなかった。

・一部のものは、とさかが立ち始め、赤くなって

きており、もう少しで卵を産む前兆であった（Ｍ

ＣＭを与えていた方が、その数が多かった）。

６．当年４月１日（ＭＣＭ液３００倍と５００

倍）

＜生存数５１７羽：ＭＣＭ有り２５９羽♂７羽；

ＭＣＭなし２５８羽♂６羽＞

・ＭＣＭを与えていた方が、雛の飼い始めから１

１８日目で、卵を産み始めた（１個）。

（Ａ養鶏場では、２０年以上鶏を飼ってきて、雛

の飼い始めから４ケ月以内に卵を産んだことは

一度もなかった。通常、雛の飼い始めから産卵ま

では１４０日前後かかった。）

・圧死や病気で、通常、５２０羽の雛が卵を産む

までに４５０羽前後に減少してしまうが、ＭＣ

Ｍを与えたものは、２羽しか死んでいなかった

（Ａ養鶏場では、今まで２０年間以上鶏を飼って

いて、卵を産むまでに５００羽以上生き残った

ことは一度もなかった。ひどいときには４００
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発明の詳細な説明

【技術分野】
本発明は、海洋ミネラル複合体を有効成分とす

る畜産動物飼料添加剤に関する。更に詳しくは、

海水濃縮液から塩化ナトリウムおよび有毒成分

を除去した海洋ミネラル複合体を有効成分とす

る畜産動物飼料添加剤に関する。

【背景技術】
海水中には、地球誕生後３６億年間に海底の熱

泉鉱床から湧き出したミネラルおよび陸地から

流出したミネラルが溶解しており、生体内必須

微量元素が含まれている。生体内に流れる血液

あるいは体液の成分は、原始海洋成分に酷似す

るといわれており、前記微量元素が生体の生命

活動を支える細胞レベルの代謝に必須な構成要

素であることは以前から予想されている。

最近、生体内に低濃度しか存在しない生体内必

須微量元素の分析に必要な測定法が進歩し、ま

た生化学的検討で種々の生体内必須微量元素の

機能が明らかにされ、生体内必須微量元素の生

体における必須性が確認されるようになってい

る。

蛋白質、核酸、血液等として、生体を構成して

いる主要元素は、水素（Ｈ）、酸素（Ｏ）、炭素

（Ｃ）、窒素（Ｎ）であり、これに少量のリン（Ｐ）

や硫黄（Ｓ）が含まれている。さらに骨や体液

を構成する元素として、カルシウム（Ｃａ）、

ナトリウム（Ｎａ）、カリウム（Ｋ）、マグネシ

ウム（Ｍｇ）、塩素（Ｃｌ）がある。これら常

量元素に対して、生体内には、生体内必須微量

元素が存在する。すなわち、セレン（Ｓｅ）、

亜鉛（Ｚｎ）、鉄（Ｆｅ）、銅（Ｃｕ）、ひ素（Ａ

ｓ）、クロム（Ｃｒ）、コバルト（Ｃｏ）、マン

ガン（Ｍｎ）、モリブデン（Ｍｏ）、珪素（Ｓｉ）、

フッ素（Ｆ）、バナジウム（Ｖ）、ニッケル（Ｎ

ｉ）、スズ（Ｓｎ）、よう素（Ｉ）等である。

これらの生体内必須微量元素はいずれも荷電状

態が変化しやすい遷移元素であり、生体内で電

子授受による酸化還元反応の触媒となる酵素や

補酵素の構成因子として働くものが多い。近年、

クロムや亜鉛等の生体内必須微量元素の欠乏

で、インスリンを要求する糖代謝の障害やタン

パク質、核酸代謝の異常が起こること等からこ

れら生体内必須微量元素の機能が明らかにされ

てきた（最新医学，45，808,(1990) 等）。また、

糖尿病については、実験糖尿病マウスに対する

海水ミネラルの効果が確認されている（日本医

事新報，第 3675 号、平成 6年 10 月 1 日発行）。

本発明者らは、海水中に含まれる海洋ミネラル

の生体への作用について研究を進め、既に、海

水濃縮液から塩化ナトリウムを可能な限り除去

した後、さらに水銀等の有毒成分を除いた、常

量及び生体内必須微量元素含有ミネラル複合体

（ Marina Crystal Mineral ；以下、ＭＣＭと略

記することがある。）を有効成分とする、肝炎、

高血圧、腫瘍、アトピー性皮膚炎、アレルギー

性鼻炎などのアレルギーに有効な治療剤を提案

している（特許第３２４７６２０号）。

【非特許文献 1】
最新医学，45，808,(1990)

【非特許文献 2】
日本医事新報，第 3675 号、平成 6年 10 月 1 日

発行

【特許文献 1】
特許第３２４７６２０号公報

※表 7：産卵数

上記表７によれば、雛の飼い始めから１６２日経過で、ＭＣＭの有無によって、卵の総質量に１ｋｇの差

があり（５月１７日観測）、卵１個当たりの平均質量は、ＭＣＭ有り５８．１ｇ（Ｍサイズ）、ＭＣＭなし
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発明の開示

【発明が解決しようとする課題】
一方、従来、人や動物のウイルスや病原性細菌

の感染症には抗ウイルス剤や抗生物質が投与さ

れ、病原微生物の生体内への侵入を防御してき

たが、抗生物質の多用による耐性菌の出現や、

畜産動物にあっては食肉などへの抗生物質の残

存などの問題が生じてきた。近年の免疫学の進

歩により、人や動物のウイルスや病原性細菌に

よる感染症は免疫機能の不全または免疫力の低

下によると考えられてきた。また、畜産動物の

飼養は、一般に大規模多数飼育のため、その密

飼ストレスにより免疫力が低下した畜産動物が

感染症に罹りやすい問題が起きている。さらに、

近年、薬剤耐性菌の出現や薬剤汚染のない畜産

動物への関心が高まり、一部の抗菌性飼料添加

物の使用禁止や規制が強化されている。

従って、本発明の目的は、海水由来の生体内必

須微量元素を利用し、畜産動物のウイルスや病

原性細菌に対する抗体力や感染症に対する免疫

の強化剤からなる畜産動物飼料添加剤を提供す

ることにある。

【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明は、以下に示される海洋ミネ

ラル複合体を有効成分とする畜産動物飼料添加

剤の発明である。

(1) 海水中のピコプランクトンに由来する有機

成分とその有機成分によりキレート化されたミ

ネラル分を含有する海水の濃縮液を酢酸で処理

し、塩化ナトリウムおよび有毒成分を除去して

得られる、キレート化されたミネラル分を含む

残留物からなる常量及び生体内必須微量元素含

有海洋ミネラル複合体を有効成分とする畜産動

物飼料添加剤。

(2) 畜産動物が鶏である前記１に記載の畜産動

物飼料添加剤。

(14)
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５４．６ｇ（ＭＳサイズ）であった（５月１８日観

測）。卵１個当たりの平均質量の差は３ｇ以上

で、ＭＣＭ有りの方がＭＣＭなしより重かった。

また、５月２９日の観測では、ＭＣＭの有無で、

１日あたり２ｋｇ（３５個ぐらい）の差があり、

ＭＣＭ有りの方がＭＣＭなしより重（多）く、こ

の時点で６割ぐらいの鶏が卵を産んでいた。

３月３０日以降の産卵数（個）の、日付（月／日）

毎の経時的推移を図１に示す。これによれば、Ｍ

ＣＭ有りの鶏の産卵数（ＭＣＭ＋）は、ＭＣＭな

しの鶏の産卵数（ＭＣＭ－）と比較して常に産卵

数が多いことが判る。

［圧死数］

ＭＣＭ液を使用した鶏の圧死数のグラフを図２

に示す。これによれば、ＭＣＭ液を使用した鶏

（飼育開始日：Ｈ１８．１２．５）の圧死（集団の

中で潰される死）数は、ＭＣＭ液を使用しなかっ

た鶏（飼育開始日：Ｈ１８．４．１２；Ｈ１８．６．

１９；Ｈ１８．９．２９；Ｈ１９．２．２６；Ｈ１９．

５．１０）の圧死数と比較して著しく少ない。こ

れは、ＭＣＭ液を使用した鶏は、集団をあまり形

成しないため、不安などのストレスが軽減され

ているためと考えられる。

実施例２

［斃死数］

Ｙ農場において、鶏舎Ｎｏ．１１：羽数３，３０

０羽（雄雌混合）、及び鶏舎Ｎｏ．１２：羽数５，

２２０羽（雄雌混合）を、それぞれ対照区とし、従

来体系で鶏の飼育をした場合と、鶏舎Ｎｏ．１

３：羽数６，２００羽（雄雌混合）を試験区とし

て、前記カルシウム補強ＭＣＭを飲水投与して

鶏を飼育した場合について、表８※で示される

実施内容で飼育し、表１０で示される実施結果

を得た（図３の斃死羽数推移グラフ参照）。表１

０※によれば、試験区に比べ対照区は約１．９倍

の斃死率となっている。この結果は、試験区が対

照区と比較して斃死率において著しく優れた育

成結果を示すことを明らかにしている。なお、表

８中、飲水倍率は、質量比で５００～１０００倍

（カルシウム補強ＭＣＭ：水＝１：５００～１

０００）としたことを示している。

なお、詳細は、表９※に示される成績推移表参照。

※表 8：実施内容

週令

1週令

2週令

3週令

4週令

5〜8週令

日令

1〜7日

8〜14 日

15〜21 日

22〜28 日

29 日〜出荷

飲水倍率

500

800

800

1000

1000

飲水状況

毎日

毎日

毎日

毎日

3日に一回

体重測定

1日 ,7 日

14 日

21 日

28 日

35 日 ,44 日
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※表 9：成績推移表



［斃死羽数比較］

出荷時の体重は、試験区、対照区ともあまり変わ

らないが、斃死羽数比較については、試験区に比

べ対照区は、約１．９倍の斃死率となっている

（表１０※）。また、試験区の斃死羽数推移は、常

に対照区より低く推移している（図３）。これら

の結果から、試験区の育成率は、対照区と比較し

て著しく優れている。

実施例３

［ＭＣＭ液使用食品検証比較］

実施例１において、雛から２ヶ月間、３００倍希

釈のＭＣＭ液を与え、その後、５００倍希釈のＭ

ＣＭ液を与え続けた鶏が産卵した鶏卵（以下、

「ＭＣＭ品」ということがある。）について、雛か

ら２ヶ月間、３００倍希釈のＭＣＭ液を与え、そ

の後、通常の地下水を与え続けた鶏が産卵した

鶏卵（以下、「コントロール」ということがある。）

と比較した、ＭＣＭ液使用食品検証比較を実施

した。品質比較検証結果を表１１に示す。なお、

表１１には、ＭＣＭ液を全く使用していない、一

般家庭で使用されている鶏卵（以下、「一般市場

流通鶏卵」ということがある。）との比較も併せ

て示してある。また、比較検証は、実施例１にお

ける当年７月７日産卵品について、産卵日から

１１日間家庭用冷蔵庫内に保存した鶏卵を用い

て７月１８日に実施し、比較検証内容は、鶏卵卵

黄係数、鶏卵卵白係数、鶏卵卵黄の色調比較、及

びその他（殻、卵白、及び卵黄の質量組成、及び鶏

卵質量）とした。

(16)

JP 2010-88311 A 2010.4.22

※表 10：実験結果

鶏舎 No.

13

11

12

試験区分

試験区

対照区

対照区

出荷羽数

6,126 羽

3,211 羽

5,106 羽

出荷体重

3.00kg

2.94kg

2.94kg

斃死

77 羽

89 羽

114 羽

斃死率

1.24%

2.70%

2.18%

比較斃死率

1.24%

2.38%



[ 畜産動物への適用 ]

本発明の畜産動物飼料添加剤は、海水中のピコ

プランクトンに由来する有機成分とその有機成

分によりキレート化されたミネラル分を含有す

る海水の濃縮液を酢酸で処理し、塩化ナトリウ

ムおよび有毒成分を除去して得られる、キレー

ト化されたミネラル分を含む残留物からなる常

量及び生体内必須微量元素含有海洋ミネラル複

合体としてＭＣＭを有効成分とすることができ

る。ＭＣＭは、必要に応じてカルシウム等の常量

元素や生体内必須微量元素を適切に補強したＭ

ＣＭ等として使用することができる。すなわち、

本発明にかかる畜産動物飼料添加剤は、常量及

び生体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合体

を有効成分とする畜産動物飼料添加剤として、

畜産動物、例えば、鶏や豚等のウイルスや病原性

細菌に対する抗体力や免疫力において優れ、例

えば、ウイルス、細菌などによる感染症に対して

優れた免疫活性強化作用効果を有する。このよ

うに、ＭＣＭやカルシウム補強ＭＣＭ等の常量

及び生体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合

体は、畜産動物の免疫活性を増強する反 面、特

記すべき副作用が無い点において優れている。

本発明の畜産動物飼料添加剤として常量及び生

体内必須微量元素含有海洋ミネラル複合体を用

いるときの１日摂取量は、通常、畜産動物体重の

０．０００２質量％程度である。摂取方法や形態

に特に制限はなく、通常、畜産動物飼料に、前記

海洋ミネラル複合体を、添加、混合して摂取させ

る。また、前記海洋ミネラル複合体は、そのまま

摂取させてもよいし、カルシウム等の常量元素

や生体内必須微量元素を適切に補強して摂取さ

せてもよい。これらに、ビタミンなどの通常の畜

産動物飼料添加剤を配合して摂取させてもよ

い。摂取させる形態は特に制限されず、通常鶏や

豚等の畜産動物の飼料に添加して摂取させる形

態で足り、固形分、結晶性固形分等の固形剤、あ

るいは、これらの水溶液等の溶液、懸濁液等の液

剤として摂取させてもよい。

※表 11：品質比較検証結果

項目

卵黄係数（注 1）

卵白係数（注 2）

卵黄色調（注 3）

殻質量（質量％）

卵白質量（質量％）

卵黄質量（質量％）

全体質量（質量％）

鶏卵質量による規格

　コントロール

0.31

0.08

黄色に若干赤色

がかった色調

11.0

69.0

20.0

100.0（65g）

（L）

MCM 品

0.41（注 4）

0.16（注 4）

混ざりっけのない

黄色

13.6

63.1

23.3

100.0（58g）

（MS）

10.7

66.2

23.1

100.0（70g）

（LL）

一般市場流通鶏卵

［割卵加工適正］

卵白の役割、すなわち、卵白係数（＝濃厚卵白の

高さ÷濃厚卵白の直径の平均値）（表１１※注

２）の役割の一つに製菓加工適正がある。鮮度低

下による卵白の主要たんぱく質、オボトランス

フェリン、オボグロブリンの含有量の低下は、泡

立ち性に係わり、泡立ち性は製菓に重要である。

卵白は、菓子のボディとなる熱凝固性の役割を

担っており、卵白の鮮度は重要な加工適正であ

る。すなわち、卵白係数は鮮度指標そのものでも

ある。卵殻の気孔から炭酸ガスが拡散すること

により、卵白のｐＨが中性からアルカリ性（典型

的にはｐＨ７．８→９．５）になり、濃厚卵白が水

様化し、比重低下につながる。また、卵黄係数（＝

卵黄の高さ÷卵黄の直径）０．３８～０．４４の

範囲が新鮮な鶏卵とされている（表１１注１）。

卵黄のたんぱく質は、熱によって凝固するが、卵

白ほど凝固力は強くない。卵黄係数は、加工適正

を表している。すなわち、卵黄中の成分レシチン

の乳化作用を菓子加工に利用する。また、卵黄

は、食品を淡黄色に着色する。この視覚的効果

は、重要な加工適正である（表１１※注３）。

表１１※の結果によれば、ＭＣＭ品の卵黄係数

は０．４１、及び卵白係数は０．１６であり、経時

的変化による品質劣化兆候は無かった（表１１

注４）。このように、ＭＣＭ液を使用することに

より鶏卵の品質劣化は抑制され、鮮度維持に関

して優れている。また、鶏卵を使用した加工食品

を生産する場合、卵黄係数、及び卵白係数の高い

鶏卵を使用することは、これを使用した惣菜類

やデザート類の美味しさが向上する点でも優れ

ている。収率アップによるコストダウンにもつ

ながる。色調に関しても、ＭＣＭ液を使用した鶏

卵の卵黄色調は、卵黄の色が黄色一色のため、加

工食品を生産した場合、食欲をそそる商品に仕

上がるので優れている。商品によっては、黄色を

鮮明にするため、ベータカロチン等を使用する

が、ＭＣＭ液を使用した鶏卵では、ベータカロチ

ン等を使用することなく、食欲をそそる商品に

仕上げることができる。もっとも、必要に応じ

て、ベータカロチン等の添加剤を使用しても差

し支えない。

［視覚による品質比較検証］

図４において、コントロール（左側）では、濃厚卵

白の盛上がりが小さいのに対し、ＭＣＭ液を継

続して与え続けた鶏卵ＭＣＭ品（右側）では、濃

厚卵白の盛上がりがコントロールより大きく、

濃厚卵白の盛上がり状態に明確な差が出てい

る。

図５において、コントロール（左側）では、卵黄の

色調が黄色に若干赤色がかった色調であるのに

対し、ＭＣＭ液を継続して与え続けた鶏卵ＭＣ

Ｍ品（右側）では、卵黄の色調が混ざりっけのな

い黄色であり、卵黄の色調に差が出ている。ま

た、コントロール（左側）では卵黄質量１３．０

ｇ、前記ＭＣＭ品（右側）では卵黄質量１３．５

ｇ、と、ＭＣＭ品の卵黄の方がコントロールの卵

黄より少し重いが、図５で比較すると、ＭＣＭ品

の卵黄の方がコントロールの卵黄よりも小さく

感じる。これは、卵黄係数の差に起因する。

前記図５では、コントロールと鶏卵ＭＣＭ品と

の卵黄の色調の差は小さいが、図６においては、

ＭＣＭ液を全く使用していない一般市場流通鶏

卵（左側）と、ＭＣＭ液を継続して与え続けた鶏

(17)
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※表 12

MCM 品

コントロール

0.1818

0.1288

卵ＭＣＭ品（右側）との比較では、卵黄の色調に

大きな差があり、一般市場流通鶏卵では、赤みが

強い色調を呈していた。

実施例４：ＭＣＭ液が食品に与える効果検
証

［目玉焼き］

加工食品として、原料が１００％鶏卵で、鶏卵の

美味しさ＝食品の美味しさである目玉焼き（２

個分）を選んだ。鶏卵として、ＭＣＭ品と、コント

ロールをそれぞれ使用して加工食品を生産した

場合の比較検証を実施した。実施例１において、

産卵後９日経過鶏卵を使用し、焼成後の卵白係

数を比較し（表１２※，図７）、美味しさを比較し

た。

美味しい鶏卵の条件の１つとして、卵白係数が

高いことが挙げられる。前記表１２によれば、Ｍ

ＣＭ品焼成後の卵白係数は、コントロール焼成

後の卵白係数の約１．４倍であることが判る。ま

た、検証者Ｉの美味しさ比較によれば、同一品種

の鶏が、同じ養鶏場で、同じ飼料を食べ、同じ飼

い方をされて産卵した卵とは思えないほどに、

美味しさに差があり、ＭＣＭ品の目玉焼きは、コ

ントロールの目玉焼きよりも美味しい。ＭＣＭ

品の目玉焼きは、今まで食べたことが無い、新し

い食品のように美味しい目玉焼きである。ＭＣ

Ｍ品の目玉焼きを食べた後で、コントロールの

目玉焼きを食べると、卵黄、卵白ともに水っぽ

く、ベタベタした食感で、美味しさに数段の差が

ある。鶏卵ＭＣＭ品を、これを主原料とする加工

食品に使用すると、高付加価値商品が生まれる。

（注）ＭＣＭ品を用いた場合と同じ高さを出すた

めに必要な生地量：３７５ｇ

実施例５：鶏卵ＭＣＭ品とコントロールと
を使用して加工食品を生産した場合の比較
検証

［スポンジ（シフォン）ケーキ］

スポンジ（シフォン）は、卵黄中の成分であるレ

シチンの乳化力と、卵白の気泡性が、その品質を

左右し、スポンジ生産には、年間を通じて、高品

質で安定した鶏卵をいかにして購入するかが、

その品質、コスト面に大きな影響を与えるとこ

ろから、スポンジ（シフォン）ケーキを選び、鶏卵

ＭＣＭ品とコントロールをそれぞれ使用して加

工食品を生産した場合の比較検証を実施した。

結果を表１３※、及び表１４※と、図８に示す。

(18)
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焼成後の卵白係数

※表 13：生地比較

項目

MCM 品

コントロール

一般市場流通鶏卵

生地比重

0.36

ー

0.42

生地量 /台

350g

350g（注）

410g

（注）コントロール鶏卵使用スポンジでは、経時

変化とともに高さが低下し、コスト面では、鶏卵

ＭＣＭ品使用スポンジに比較して約１０倍アッ

プする。

※表 14：美味しさ比較（検証者 I、及び T）

経時変化

7時間経過

27 時間経過

40 時間経過

MCM 品

ムースのような軽い

食感維持

ムースのような軽い

食感維持

若干離水現象発生

コントロール（注）

目詰り現象発生

目詰り現象発生

口溶けが悪い

ベタツキ現象発生



【図面の簡単な説明】

【図１】実施例１における３月３０日以降の産卵数（個）の、日付（月／日）毎の経時的推移を示すグラフであ

る。

【図２】実施例１におけるＭＣＭ液を使用した鶏の圧死数を示すグラフである。

【図３】実施例２における斃死羽数推移を示したグラフである。

【図４】実施例３の［視覚による品質比較検証］において濃厚卵白の盛上がり状態を比較した写真である。

【図５】実施例３の［視覚による品質比較検証］において鶏卵ＭＣＭ品とコントロールとの卵黄の色調及び

卵黄を見た感じの大きさを比較した写真である。

【図６】実施例３の［視覚による品質比較検証］において鶏卵ＭＣＭ品と一般市場流通鶏卵との卵黄の色調

を比較した写真である。

【図７】実施例４で加工食品として［目玉焼き］を選んだ場合のＭＣＭ液が食品に与える効果検証における、

鶏卵ＭＣＭ品とコントロールをそれぞれ使用して加工食品を生産した場合の卵白係数を比較した図及び

写真である。

【図８】実施例５で加工食品として［スポンジ（シフォン）ケーキ］を選んだ場合のＭＣＭ液が食品に与える

効果検証における、鶏卵ＭＣＭ品とコントロールをそれぞれ使用して加工食品を生産した場合の形状特に

高さ及び外観（写真右はそれぞれのスポンジ内部断面）を比較した図及び写真である。
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【図 4】

【図 5】

【図3】

【図 2】



実施例１：ＭＣＭ液を鶏に与えたときの影
響

［生育状況］

Ａ養鶏場の鶏に前記カルシウム補強ＭＣＭを使

用したＭＣＭ液を与え、その影響を観察した。鶏

は、放し飼いで運動をさせ、粉末飼料（とうもろ

こし６０％、魚粉１０％、大豆１０％、米ぬかそ

の他２０％）のほかに小松菜、大根などの野菜も

定期的に与えた。抗生物質は与えなかった。その

他の条件は、下記の通りであった。

品      種：イサブラウン（赤玉鶏）。

初期生育数：５２０羽。

方      法：飲み水の変わりにＭＣＭ液（希釈

液）を与える。

ＭＣＭ液  ：飲ませた濃度は、質量比で３００

～５００倍前後（カルシウム補強ＭＣＭ：水＝

１：約３００～５００）とした。

試験開始日：前年１２月５日（雛を仕入れた日）。

生育場所  ：茨城県

以下、経時的に生育状況を観察した。

１．前年１２月５日（ＭＣＭ液３００倍）

＜生存数５１９羽♂１３羽（５１９羽中１３羽

がオス。以下、同様。）＞

・雛（５２０羽）を飼いＭＣＭの投与を始めた。

・搬入の段階ですでに一羽死んでいたので、生

存数５１９羽。

２．当年１月９日（ＭＣＭ液３００倍）

＜生存数５１７羽♂１３羽＞

・雛の羽の生え変わりが通常よりスムーズであ

った。

・水だけ飲ませている雛より、ＭＣＭ液（希釈液）

を飲ませている雛の方が、飲む量が１．３～１．

４倍量多かった。

・雛の運動量が多かった。

・えさを食べる量が多かった（通常は、温度が寒

いほど、恒常性を保つために、えさを多く食べる

傾向がある。当年は暖冬であった。）

・体格のばらつきが少なかった（通常、この時期

の雛は体格にばらつきがある。）

・えさと水を飲んでいる分、がっしりとした体

格になっていた。

・圧死により２羽死亡（生存数５１７羽）。
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【図 6】

【図 7】

【図 8】


